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㻝䠊ᅗ 調査地点図

有明海佐賀県海域における アゲマキの分布と 資源量
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アゲマキ は有明海湾奥部沿岸の泥質干潟域に広く 分

布する 二枚貝であり ， 漁業資源と し て重要であっ たが，

1988 年頃から 漁獲量が激減し ， 1994 年以降ほと んど 漁

獲がない状況と なっ た
㸧
。 資源減少に対し て， 佐賀県で

は， 1996 年から 種苗生産・ 放流によ り ， 各地先に産卵

母貝集団を創出によ る 再生産サイ ク ルと 漁獲の復活を目

標と し てき た
㸦㸧

。

特に， 2009 年から は水産資源回復技術確立事業（ 国

事業名： 有明海漁業振興技術開発事業） を活用し て， そ

れま での放流規模を大幅に増やし （ 年間 100 ～ 200 万個

規模）， ま た， 放流後に被覆網を 施すなど 放流技術を 改

善する こ と によ り ， 放流後の稚貝生残率を 高め， 資源

回復に努めてき た。 こ のよ う な取組によ り ， 浮遊幼生

が確認さ れる よ う になっ てき たこ と から （ 未発表デー

タ ）， 創出し た母貝集団が再生産に寄与し ている と 推定

さ れた。 ま た， 干潟域での天然発生貝調査では， 2015

年から 鹿島市周辺において大量発生が確認さ れ，その後，

2016 年， 2017 年と 発生量が増加する 傾向がみら れた
㸧
�

こ の鹿島市周辺での資源回復の兆し から ３ 年が経過

し ， 一部では殻長 60 ～ 70㎜の漁獲サイ ズに成長し たア

ゲマキも 見ら れる こ と から ， 地元漁業者から 漁獲の要望

が上がる よ う になった。 そこ で， 漁獲再開にあたり ， 資

源の状況を 正確に把握する 必要があ る こ と から ， 2018

年 2 ～ 3 月に佐賀県沿岸域での分布調査を実施し た。

本研究では， こ の分布調査結果を基に， アゲマキの分

布特性， 資源量の推定， 今後の漁獲の可能性について検

討し たので報告する 。
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本調査における 調査域を図 1 に示す。 調査地点は， 佐

賀県有明海沿岸域の地盤高（ 大潮汀潮線から の高さ ） 2

～ 4 ｍの範囲に 150 点を設けた。 アゲマキは高地盤域に

生息する ため， 調査地点を護岸から 20 ～ 30 ｍの点に配

置し た。 ま た， 沖合への生息分布の広がり が期待でき る

地点においては， 上述の地点から 100 ｍ間隔で沖合方向

に 2 ～ 3 点を配置し た。

分布調査は， 2018 年 2 ～ 3 月に， それぞれの地点に

おいて， 1 平方メ ート ルの方形枠を用いて， その中に生

息する アゲマキの個体数を計数し た。 各地点でそれぞれ

10 回実施し ， 平均から 生息密度を 求めた。 ま た， 各地

点 30 個体を 上限にアゲマキを 採取し ， 殻長およ び湿重

量について測定し た。

資源量（ 生息個数およ び生息重量） については， 各調

査地点の密度およ び湿重量を基に， 調査地点の面積を乗

じ て推定し た。
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アゲマキの生息分布を図 2 に示す。 アゲマキの生息は

鹿島市を中心に 57 地点で確認さ れ，主に塩田川，鹿島川，

浜川の河口域およ び七浦地区で発見個数が多かった。 特

に，河口域の澪筋付近で多く ，そこ から 離れる にし たがっ
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て少なく なる こ と ， 護岸など の近く に多く ， 冲に向かう

につれて減少する 傾向が見ら れた。 嘉瀬川の河口域と な

る 佐賀市東与賀町およ び久保田町地先においても ， わず

かにアゲマキの生息が確認さ れた。

各地点の密度， 湿重量， 推定資源量の詳細について表

１ に示す。 生息密度は， 鹿島市の浜川河口域の地点 105

で 37.0 個 /m
2
と 最も 高く ， その周辺域でも 0 ～ 34.8 個

/ m 2（ 平均 3.8 個 / m 2） と 他の地域よ り も 高い傾向が見

ら れた。 塩田川およ び鹿島川河口域， 七浦地区では， 0

～ 10.0 個 /m 2（ 平均 1.6 個 / m 2） の範囲であった。

各 地 点 の 湿 重 量 に つ い て は， 浜 川 河 口 域 で 0 ～

425.4gWW/m 2（ 平均 35.5 gWW/m 2） と 最も 多かっ た。

次いで塩田川およ び鹿島川河口域， 七浦地区で 0 ～ 55.8 

gWW/m
2
（ 平均 16.3 gWW/m

2
）， 0 ～ 58.9gWW/m

2
（ 平

均 6.2 gWW/m 2） の範囲であった。

図 3 に生息密度が高かった鹿島市の塩田川およ び鹿島

川河口域， 浜川河口域， 七浦地区の 3 地先について， 地

先別に殻長頻度分布を示す。 塩田川およ び鹿島川河口域

では， 主に殻長 30 ～ 60㎜であり ， 1 ～ 2 歳と なる 個体

が多く ， 3 歳以上と 推定さ れる 殻長 60㎜以上の個体はほ

と んど 確認さ れなかった。 浜川河口域およ び七浦地区に

ついては， 1 ～ 4 歳の個体（ 殻長 30 ～ 90㎜） で構成さ

れており ， 1 ～ 2 歳の殻長 30 ～ 60㎜が約 85％， 3 歳以

上の殻長 60㎜以上の個体が約 15％であった。

各地点の生息密度およ び重量を基に， 資源量を推定す

る と ， 佐賀県海域全体の生息個数は約 310 万個， 生息重

量は約 20.2t と なっ た。 地域別の資源量は， 塩田川およ

び鹿島川河口域で約 197 万個， 9.7 ト ン であり ， 浜川河

㻟䠊ᅗ 各地先別のアゲマキの殻長頻度分布

㻞䠊ᅗ アゲマキ生息密度の分布

㻝䠊韭 各地先別のアゲマキ生息密度， 重量およ び推定資源量
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口域で約 98 万個， 9.2 ト ン， 七浦地区で約 15 万個， 1.2

ト ンであった。

ᐹ䚷⪃

分布調査の結果， アゲマキは主に鹿島市を中心に発見

さ れた。 こ の要因は， こ れま でに佐賀県が取組んでき た

放流によ る 母貝集団づく り が影響し ている と 考えら れ

る 。 ア ゲマキ 資源が減少し て以降， 佐賀県では， 1996

年から 種苗生産技術開発を， 2001 年から 鹿島市地先を

中心に種苗放流によ る 母貝集団創出の技術開発に取組ん

でき た。 その結果， 鹿島市の浜， 七浦など の地先ではい

く つかの母貝集団を 創出する こ と ができ ており ， 近年，

こ の母貝集団が毎年秋季に産卵し ている こ と が確認さ れ

ている
8,10）

。

産卵後， アゲマキは浮遊幼生と なって 1 週間ほど 海域

を浮遊し ， 殻長 200 ～ 220 μｍで着底する が 6,7,13）， アゲ

マキの浮遊期間は， 同じ 有明海に生息する タ イ ラ ギ， ア

サリ ， ウ ミ タ ケ な ど の約 14 ～ 50 日
20-22）

と 比較する と

極端に短い。 こ の 1 週間し かない浮遊期間と いう 特性か

ら ， 生ま れた場所から 幼生が分散する 距離が短く なる と

考えら れる 。 ま た， 潮汐の点から ， 鹿島市沖合は， 潮位

差は大き いも のの， 潮汐残差流は弱い可能性があり 22）
，

1 潮汐後に水塊がその場所に留ま り やすいと 考え ら れ

る 。 こ れら のこ と から ， 鹿島市地先で母貝集団から 産ま

れた浮遊幼生が， 遠く ま で分散せず， 母貝の周辺に留ま

り （ 未発表データ ）， 結果と し て鹿島市地先に着底し た

ためではないかと 考えら れる 。

本調査結果から ， アゲマキの生息密度は， 鹿島市地先

の中でも ， 河口域の澪筋付近や， 護岸近く の地点で高く

なる 傾向が見ら れた。 こ の分布特性は， アゲマキ浮遊幼

生の着底後の移動や生残などの生態学的特性に起因する

と 考えら れる 。

着底後の移動について， 吉本ら 24）
はアゲマキが生息

し ていた 1980 年代に， 佐賀県白石町の地先で護岸から

沖合 600 ｍ ま での着底稚貝のラ イ ン 調査を 月別に実施

し ， 着底以降に稚貝が岸方向に移動する 可能性を報告し

ている 。 移動の可能性について， 筆者ら のアゲマキ稚貝

を 用いた実験においては 16,17）， 殻長 8㎜ま では浮遊し て

能動的に移動する 結果を得ている 。 ま た， 生残に係る 要

因と し て， アゲマキ稚貝は高塩分に弱く ， 塩分が 30 を

超える よ う な海水では斃死する 23）。本調査結果のよ う に，

河口の澪筋付近や護岸付近で密度が高く ， 冲に向かう に

つれて密度が低下する こ と は， 塩分が稚貝の生残や移動

に影響し た可能性が考えら れる 。

さ ら に， 塩分以外の要因と し て， 河口域の複雑な潮汐

流や， アゲマキの底質選択性など ， アゲマキの生態特性

や生息環境の物理化学的要因が影響し ていた可能性も 考

えら れる 。 いずれにし ても ， 着底， 生残に係る 要因を解

明し ， 安定し たアゲマキ母貝集団を 形成する ためには，

今後こ れら の要因を整理し ていく 必要がある 。

鹿島市の中でも 浜地先の生息密度は最大で， 37 個 /

m 2 であり ， 約 40 年前にアゲマキが漁獲さ れていた時の

およ そ 200 個 /m 2 19） と 比較する と 少ない結果と なっ た。

ま た，生息重量についても 最大で 425.4gWW/m 2 であり ，

約 40 年前の記録
24）

の 331.8gWW/m
2
と 比較する と ， 2

調査地点でのみ超える が， ほと んどの地点では， 過去の

値を超える こ と はなかった。

こ れら の結果から ， 鹿島市周辺では資源回復の兆し が

見えている 状況ではある も のの， 過去の資源状況から は

ま だ少なく ， 佐賀県全体での資源回復のためには， さ ら

なる 継続し た取組が必要である 。

今回推定し た資源量については，鹿島市地先を中心に，

生息個数で約 310 万個， 生息重量で約 20.2t と なっ た。

塩田川およ び鹿島川河口域では生息個数が約 200 万個と

最も 多いも のの， 殻長 60㎜以上の個体がほと んど 生息

し ておら ず， ま た， 七浦地区では， 生息個数が 15 万個

程度と 少なかっ た。 一方， 浜川河口域では， 全体で 98

万個の生息があり ， 殻長 60㎜以上の個体が約 15％生息

し ， 地点によ っ ては 50％を 超える 地点も 見ら れ， およ

そ 4 年級群から なる 安定し た個体群が形成さ れていた。

浜川河口域においては， こ のよ う な資源状況である こ

と から ， 2018 年 6 月に一定の漁獲圧に耐えう る と 判断

さ れ， 一部で漁獲が再開さ れた。 こ の漁獲再開ま での経

緯については次報で報告する 。

佐賀県における ア ゲマキ の資源回復の状況は， 2018

年 3 月現在， 鹿島市地先の一部の漁場のみであり ， さ ら

なる 資源回復のためには， 種苗放流など によ る 母貝集団

造成の拡大を図る 必要がある 。 こ のため， 資源の状況を

評価し ， 資源の変動を把握し ていく ためには， 本調査の

よ う な資源量調査を定期的に継続し ていく 必要がある 。
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